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価格分析からみた間伐小径材の市場構造

一戦後遺林の現おへの…接近一

藤原三三夫

Price analysis of small size thinned log 

-current state of silviculture in the postwar period-

Mitsuo FUJlW.AR.A 

袈 間

I~自伐がi羽織な蹴iおの 1 つとして小径材の繍格水準の低位性が挙げられる。ここでは，会甑 3 ケ

所のj京木市市場の「相場設jを使用して小様材、の価格分析をおこなしら小径材市場の構造的特

質の解明を試みた。分析からいえるのは，建築材を主要な踏襲として会悶統一的な市場が形成さ

れている一般材とは~もなり，小槌材rtJ:場では地域ととにまた小筏材の闘でも認なった似li絡の変動

がみられること。また，その~留は地域的な鰐袈構造の三古典，つまり建築材以外に形成されてい

る小径材鰐裂の質的・;滋的な採税の謹にあること，である。その結果，小館材{(副総は時嬰側の諜

!却によってより強く錦定され，低般に錦制される市場櫛哉の一端が明らかになった。

l 分析の視角

本小論では. I潤伐小箆材がいかなる原木市場奇形成しているのか，あるいはどのような荷I路的

な性格をもって立ち現れているのか，ぞ分析することに主要な目的がおかれるo

ここ10年余の関，強齢期伐災行の困難牲をめぐって，突に多くが;諮られてきた。そこで認識さ

れている間伐問題の所在は，論者の立場によって力点がおかれる局面は虫色なるにせよ，次の三三点

に概招できる。すなわち.(D間伐の災行カ>/j¥腕棟・分散的である上，材の形質も雑多かっ不良で、

(流通段階での集積・仕訳によって，一定の改替はみられるが).しかも用途が必ずしも稿定さ

れていないため，似絡が低イ立水準lこ形成されている。換iぎすると. 1~ð1:え小話材市場の不安定性・

劣感性の問題。 @ζのことは，林道・作業道網の米終備に基づく搬出条件の劣惑さとj点木市場・の

迷|締結i とも i:l~倹って，育林経営にとって間伐作業を不保持:ならしめ，そのため間伐の不実行が拡

大している。いわば腎林経営の後退，ないしはお続の凶雄投の問j括。窃その結果，盟関伐林分の

不健全{じが深まり，森林資源の維持・培謎にとって.m大な!但襟張関となりつつある。すなわち，

森林lζ幣釈し，また期待:もされる諸機能の低下のfI'JJill1。 以上の :3JA~. である。

ここでの分析は特にな〉の側阪に強く係っている。つまり，劣混といわれる間伐小径材市場の内

務{;>{rUi棉揃の分析によって再考するとともに，間接的lこではあれ小径材市場のi民間がi諮伐にいか

なる結納ilJ:及ぼしうるのかをみようとする。もっとも，流通現場の担当者ーが蔽感的i乙諮っている

小槌材-f/f場の特質 ζ そ，羽曳を総合的に反映したものであり，その怠|床では，ヨ~'ll:官iはかかる特質
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のi13i沼だけに終るかもしれはい。ただ，ここでのj読みは.それ奇いささかで、も朋訴することにあ

る。

さで，具体的にはfJm伐小楼材の捺積がみられる地域市場，直接的には原木市売市場で形成され

た{iIfi格払…つには地域i視の比較によって， もう…つは地域ごとに地髄材醗と比較することによ

って， I間伐小能材価格形成の特徴をみることにする。対象地として設定したのは官簡略都城地域，

愛媛県上浮穴郡久万地域，及び三三沼隈松!授j:fu域である。また，分析の具体的な;場としては，協崎

県森越三三!投林産物流通センター (以下では::三j投共販j宵と IH持組。 なお， 補足的Jこ都城原木市場

(株)の数械を使用)，愛媛県森週久万山市場，及び松!渡木材(株)告?とりあげる。

とζ ろで.樹材部JJIjの市場制1鳴を比較的問伎に把躍する方法としては.I京木司15M，J:揚が発行す

る「市克(共販)速報j くらいしかない。しかし，その場合でも i濁伐小密材{開i~泌をそれ独自で知

るのは困難である。それは，いわゆる一般材の末木と問j伐材とを仕訳しおt樹みすることが少ない

からである。ただ，今1m対識とした 3}原木市路市場の中では， 1股…，三三股共j成所の571予8月以怖

の「・~J.{J低迷報J において両者州議分し表記されている。簡単にみておくと，両者の側絡のイ翠採

数は，現在までのところほほ全ての材麓で O.D -i?紹え，極めて高いo ~U'，こ街格水準は，一般材米

木の方がスギ材でrri~当り 1 千円前後，ヒノキ材で 2 千円前後高くなっているが， I出f主将よりも実

質的なー材fl'~は大きいから， ζの{iJIj;防謹-i?寄せヨiくと，舶格水準にも大謹がないといえる。従って，

以下では一般材米水と間伐小能材とをIZ別ずることなく小怒材…般として価格を担躍する。

2 間伐笑行・間伐材流通の地域的現状

ざを閥的な間伐実行状況及び間伐材流通の割~.えをみながら，分析対象の 8 地域ないし 3 }原木市売

市場を会問のFI=!でおおまかに位i設付けてお ζ う。

淡… 1 地方別flJJ伐生態の状況 CI協和58主J!!皮)

:I~ 泌巡 1，198 4，735 0，887 1，875 590 1，393 I 3，859 91. 9 

バミ jじ 4，151 5，358 0，775 1，770 339 269 2，379 57.3 

関 JI~ 1，894 2，281 0.830 562 250 177 991 52，3 

:1じ m投 771 1，471 0，523 148 62 15 225 29，2 

エs: 111 1，851 2，616 0，708 307 111 90 509 27，5 

w 百話 2，665 3，863 0，690 475 416 21 I 943 35.1 

.:c:::lli ( 743) (1，087) (0，684) 137) (277) 4) 418) (56.3) 

近 f総 2，276 3，721 0，612 473 360 18 851 37.1 

附 1，785 4，092 0.136 381 61 616 31.5 

制 l対 3，126 4，021 0，777 849 273 56 1，177 37.7 

愛媛 ( 961) (l，234) (0.779) 404) (140) ¥ ( 30) ( 574) (59，7) 

ゴL 1'ii 9，137 6，853 1.333 5，049 682 397 6，129 67.1 

宮崎 Cl，820) (l，563) (1.164) ( 67) 20) 0，160) (63.7) 

~ !日 31，854 39，621 0，804 11，890 3，288 2，498 17，676 55.5 

都府県 27，656 34，886 0.793 10，015 2，698 1，105 13，817 50.0 

注1)林野庁滋林線開伐対策議資料から作成。なお， 1段別の数飽は各胤林政・林務課の資料による。
2)民有林人:ζ林組-v能官級而絞は， 1980年j災林梁センサス:休梁綱での江-Nf鈴級官百磁を合計したも

のでめる。従って，そのm皮については若干の問題が合まれている。
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林野庁造林日!日間伐対策議の資料によると，間伐実行fm樹及び間伐材生脱殻(米材材積換算)は

561ドj立が23.3万ha・318J.JlII，57年度が24.4Tjha・318万lII，58年度は 25.4万 ha・319J.JlIIであ

る。また58年度の間伐実行田般を地方別にみると，九州で織も多く 67千 ha，次いで東北の32ギ

ha， 四i習の30ごpha， となっている。 ζの間，間伐突行商駿の伸びが会問的に停滞するrl:'で，九

州・悶悶だけは者実な増加を示している。 56年度から58年度にかけて端加した閲伐実行間{i!Hふ
九州で 9ごpha， 間関で 6千 haであり， 両地方で金調のi骨加荷積21千 haの過半数をおめでいる。

ただ，濯なのは滞l始lî~伐対象林分(ここでは][""-'V齢級に設定している。なお， I濁伐対策議資

料によると， この 3齢級の林分稲積で間伐英行面積の88%*でを占める) 1 ha当りの!尚伐材生

あり，また，間伐主柱建材の和用主将であろう。それ密談-1で地方別に掲げておく。

まず， 1 ha当りの閥鵠材生産設は九州において突出し， 北海道，関東も商い{肢を訴している o

間[;151は都府県の平均的な水準にあり， J;l~梅は平均を下部る。寓崎・ 2愛媛・除も各地方の平均

的な位憶を占める。一方， r潤イ免材利用率は北海道においてi向く，九州がこれに続く。側議・東海

は都府県平均すら下関っている。ただ，愛媛・ 2三窓y刷乙撮れば:金調の平均水準に巡し，しかも利

用材積そのものではこの両県ともさな閣の上般にランクされるしお。 なお， 宮崎・愛媛践では|詞伐

材が主l乙製材力11工mlこ，三燥では丸太(足場・杭・支柱)Jm 1乙利用され，いずれも全闘有数の

地位にある。 ζれらの緒J皆様からすれば，上部3Y誌指示期例として|詞戊小控材市場の性格分析ら誠

みることには一応の了解.が得られよう。そ ζで次に，分析の具体的な対象たる 3地域，ないし 3

原木市指市;場の各践での{立控引龍認し，分析対象としての有効性役点検しておきたい。

資料の制約から，地域及び}京木市路市場との双方にわたって閲悦小箆材流通放射出揺すること

はできない。使用する数値は地域か藤木市宛市場かのいずれかにm~ られる。また， 1泉水市路市場

段階での数憶には悶有林践のi諮伐小径材も合まれてくる。特に，三三股共!日記月Ifではその傾向が強い。

従って，蹴密な怒味での位置の確認はできないこと札予め断っておきたい。さで r府県森述

木材討1~J!J~撲の状説J (金悶森林組合迎合会. I昭和60年 7月)から， 58年度の三三段共j眠所，及び

久万11!木材市場の間伐小話材取扱殻を引用すると，各々155百lII，86F-Iばである。 ζの数fu!iぞ単

純i乙霊長一1での利用開伐材材桜と比較守れば， 13.4%， 15.0%おとなり，悶布・林濯のlujJ伐IJ、筏材

部分母割引いて考えたとしても商いシェアを占める。槌って，ここで形成される間伐小筏材価絡

は，各県内での一般性をもっと考えられる。因みに， I渇伐小径材を取扱う府県森述86共販所のrい

で，この阿共j仮所の58fr:皮の開伐材取扱哉は各々 4枕， 12般にある。

ところで，松阪地域(松阪市，飯階・多気郡を含む〉の拶J合には，事情はいささか複雑である。

松阪地域は足場・杭丸太の集積地として全舗のトップの地イ立にある一方，パタf号!J?)1411に製材践i出

をも形成してきた。つまり ，Ij¥後材IL.{系る出来からの総合的な践士山にほかならない。そして， I立

場丸太の場合には，三三搬谷木材c1朱)のように専門的な布施市場が地区内l乙セットされている。

しかし，製材加工用小径材の場合には地，g!J?代議する市潟市場はみあたらない。本小論で対象に

している松i桜木材(株)も例外ではなく . -m路市場としては逆に高価;裕材のr11~場を代表するヘ

しかじ ζ こでは.かかる限界を確認したよで，先の 2市場とは異質な原木司3・5宮市場と位i段付け，

分析の対象にしたい。議後に，三謹胤林政課資料によって松阪地域で鐙出される間伐材の殻&押

えておこう。数舶は57伴皮のものである。娘内での利用問伐総材税63.9ごhII(内訳は，製材加工

材としての利用が14.1ヂm，丸太利用が49.5=['ぱ，原材料として 0.3千ぱ)に対し，松阪地域は

16.1ヂlIIすなわち25.2%(製J付加工材が 2.3千lIIで16.6%，丸太が13.7:hIIで27.89百)会計上し

ている。間伐小樫材の圧倒的部分が足場等丸太利用に掠り向けられ，製材加工用の利用は少ない0

&:iffi，地域内で流通している製材加工用の小様i;;jtζは主に一般材米木が光生i怠れている，とみて

111m皐いないであろう。
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以上を郎前にまとめると，分析の対象にする主要な 31.京木市完了111，坊は，各々…定の考織すべき

iliU約/i?合みつつも， IHi伐小筏材が大量に流通する地域のF!:tでr!:lilql!~をおめるか，それらとは異質な

ζ とによって，逆に前者 t5?浮ぴ上らせる{立íl~(関係 lこゐる。従って，この 3 者での小箆材filliÆ'慌の分

析脅迫じて，間伐小径材m場のもつ一般的な性格に按近できる，と忠われる。

小掻材市j謁の判;~各-{îllî格聞からの接近一

frl:i売(共H反)速報Jを使つてのfp]iA名分析には 2つの問題がある。①我記された数舗がいか

なる{d財務水準を指訴しているのか，必ずしも明らかでないこと，①設的な側i日が全く欠落してお

り，例えば 2つの材加の価格を統…的l乙把掘しようとする;場合，平均値をとっても信頼度が弱い

こと。つまり，数怖の説fJ7jl及び力JI工の閥難性の閥j国である。特に，被数の市場を対象lζ分析をお

こなう場合，間!越状況は明断される。この間腿l'd?避けるためには，おそらく倒J務部縛の段階にま

で遡行せぷるぞえないが， .現手伝そこまで作業を進める余J俗はない。こ ζでは， jl見裂を把揮すると

とに力点ぐいおき， とりあえず frl15る(共j授)速報Jでの{ilfi格iζ依拠して分析Jをすすめる。

3-] 小話材lrlli絡の動]tuーその地域閥均絞…

まず，純一樹1~'~重の lrlli絡が佐原木市「先市場でいかなる水準Jζ形成おれ，また，それらの舗絡

がどの程j交の報開をもって推移してきたのか， 51年以降について検討しよう。 ζの分析期間は，

本格的なIIWJ戊施策.が展開し，似格的にも大きな変動を京す10勾聞である。次にとりあげる原木の

j品絡はスギ・ヒノキ 3m…10cm下，スギ 4m-10cm下， ヒノキ 4m-10cm下(以下，小箆材と称

する) ，スギ 3m-ll"'-'12cl1l (小筏材と…般材との中間的な性格をもっ材)，スギ 3m-13"'-'16 

スギ 4m…18"'-'28cm(以下，一般材と称する)，の 6樹材鵠である。
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H: 1)仰i絡はjl;]l総…践的限後巡三j没林産物流通センター「共j仮速報J，久万一愛媛県森迎久万山木材'ili5d

場「木材T打527打況J， .j:i.;1絞…松阪木材(株) r松氷河158新問J，北i.!('ヱゾマツ丸太(籾絡3.8mJ二，
20'"'-'28cm) -60J，î~ 2)ヨまでは全国木材協問組合迎合会「木材干IJ況月報J， 60均三3月以降は日本銀行
統計局「卸売物術指数年報jによるo

2)久万の10cm下原水似械は 7cm下原水及び8-lOcmJ.llt*の{価格や平均して算出。なお，都械は 9Csl 

下級木の{illi絡でめる。

スギ・ヒノキ 3m-lOcm下原木の価格維移関-1



なお，価格のお~I闘については51'"'-'53" ド，

54'"'-'56年，及び57"-'60年の 3J明l乙13:分

しへ 各時系列閣での相関係数を示すこ

とにする。季節翻盤はおこなっていない。

(l)スギ・ヒノキ 3m-10cm下h5(木の{llIi

格推移を関-1，こ(都城及び久万でのヒ

ノキ{iIli絡はスギにほぼ…致するので省11m

した)，各時系列翻の相関係数を茨… 2

1乙掲げる。 ζの 2つの開設から，次の点

令指摘できょう。①者al械と久万との棉関

係数は各時~列閲とも比較的高い(協会示

し，船格変動パターンは近似していると

みられる。 59伴;ζ入ってから{llliA私設も納

まる傾向にあるが，依然その主主は大きい。

@都:減と松|鋭スギとは， 51年以降ほほ近

似した側絡水準で推移するが，価格の変

動パターンは57年から iヨ立った議誕をみ

せる。@久万と松|仮スギとは， {1m格:ri(j;移
• {illi梢変動パターンの双方とも i苅述が薄

い。@松i鋭スギとヒノキとは，側格謹は55年掛からほぼ 3"'"4::千円の掘にi潤淀されてきたが， {Illi 

格変動には微妙な授がみられ，相関も{底まっている。@都城・久Jjと松阪ヒノキとの必lj;際関係も，

倒格~の点を別 lこすれば，松|波スギとの布li絡関係にほぼ~致する。@総じていえば， 57年に入つ

112 

令市場スギ・ヒノキ 3m-10cm下JJ]t:;tゆli
j協の時系列聞での相関係数

2 

51年一60伴
51 - 53 
54 - 56 
57 - 60 

51!rl~-60$ 
51 - 53 
54 - 56 
57 - 60 

務i

減

久

0.756 
0.655 
0.816 
0.171 

0.610 
0.674 

万

松
阪
ス
ギ

51年一60年
51… 53 
54 - 56 
57 - 60 

0.520 
0.555 
0.641 
0.099 

51!rT~-60年
51 - 53 
54 - 56 
57 - 60 

松
阪
・
ヒ

主主l)II削機のはu好史容は前掲!刻一 iと!河じ。
2)都城での 3m・lOcm下スギ及びヒノキj浜水間の

相関係数l式会て1.000，久万でのそれは全て

0.96以上である。

凡例
都減目白山町

久万一一一一
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北緯材一一一一
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L51dLJ」 J 」 JL55J]Ji-J」 Ji-J」60J

注1)1is城の1u!i桜は都城j原木市場(株)nfJ'宛迷報」による。他は凶ー iと同じ。
2)久万の10ω下原水{側;裕一56年5)~までは 7cm下原子供のもの。 56&手 6 月以降は 7 cm下j浜水及び8

-10cmJl立木の{ilIi格を平均して鉱山。なお，務l減は 9cm下j浜水の術;協で品》る。

スギ4m・lOcm下原水の側格撤移区|… 2



てからは， Id当り 13T内の水準ら前後して{illi絡

形成がなおれているようにみられるが，援制が

大きく， ζれら 4つの閃政材相五間iζ有j誌な関

ill1は認めにくい。むしろ， )Ij(木簡給をめぐる

地域flill別の諸事情に規定される関係が強いよう

に，態われる。⑦なお. :It洋エゾマツの{dli棉変

動と対比すると. {oli機水準は 4者ともほぼ一民ー

して下!図るが， 56年までみられた姉格の相闘は

57…60イ'fJ拐にはなくなっている。

(2)スギ 4m-10clJl下原水の自~Ij栴W~移&際 2

に，各H守系列i階での相関係数会設-3Iこ示し

fこ。指摘できるのは次の点である。①57年から

都城と久万との{iI!i絡相関は高い水準にある。し

14:3 

袋一3 各市場スギ4m・lOcm下版木{j涜;絡の

時系列閲での綴関係数

1 北洋材 i松阪

湖1(山仰
0.546 0.643 

51 53 0.764 0.297 
城 54… 56 0.614 0.684 

57 - 60 0.531 0.359 

久 51年一60年 0.774 0.717 
51 - 53 0.428 0.290 

万
54 - 56 0.774 0.800 
57 - 60 0.608 0.315 

吋『 ハm ・ハ 3 

松

阪

注1)術格のH:l所得は自立鏑隠1-2と悶じ。
2)久万i乙係る51-60年の相関係数には 7

かし. {1m栴涜は60"f!1とおいても nl当り 6"'7千 cm政木の側格ぞ使用。

内と大きい(このi時WJ， これだけの側約認が硲砲することは， 原木の質か， または需給関係か

に特別な芸者興があると考えるほかない) 0 @都城・久万と松l授との術格関連は弱い。 ζれには，

58'"ド以降，松i阪での{附殺が大きな変化ぞ伴なわずrri'滑り 20千円舎前後して推移するのに対し，者15

城・久万ともにほ下傾向 lζilii~ じたことがi影響している。その結果，久万と松阪の{I]fi;際水準は接近

してきた。@むしろ， :Itl平エゾマツと九ilJ':場スギ '1m-l0cm下原水との{1m格の関連が強いように

ft!Jわれる。それは，必ずしも剣Ij絡の相関

が高いということではなく， {olj;燃の上限

令北f'(~ コエゾマツがえ見制する i羽保としてで

ある。久JJでの側絡形j況は， この!期採の

1つの反映とも寺与えられる。@北洋エゾ

マツとの似椴相関はス・ヒ 3m-l0cm-j之

原木の;場合より強く認められるだけに，

似綴変動のパターン必分析できる苧掛り

も・えられてはいるが，それを本格的に

行うにはス・と 3m-l0cm下鼠木と mH~長

谷地域の慌給緒関係の分析をまっ必援が

あろう。

(3)ヒノキ 4m-l0cm下原木の{II日格推移

及び各i時系列闘での相関係数を各々関…

3，議-41ζ訴す。これまでと罰じよう

雪之… 1I 供TI1場ヒノキ 4m ・lOcm下線水{出ii~をの/f守系

列問での相関係数

部 15~年一畔51… 53 
8JI 54-56 

57 - 60 

久 15~年一60~: 0.775 0.680 0.615 
51… 53 0.409 0.144 0.255 
54 - 56 0.774 0.739 0.585 

万 57- 60 0.469 0.382 0.524 

松 51$-60年 0.586 0.450 
51 - 53 0.500 0.499 

阪
54 - 57 0.556 0.486 
57 - 60 0.181 i 0.135 

t:1: 1 )郷絡のl:I~ì好晃容は前掲l刻一 3 と悶じ。
2)久万iζ係る51…60'年の相関係数には 7cm下原

木の似絡を使用。

[こ，読みとれる j誌を指摘しておこう。まず，北洋エゾマツ及び米ツガの制li絡を器準lζ，各地域の

iì!li給水殺の拍手多会みよう。 ω都城では~t羽聞において北洋エゾマツ令下回!ってきたが， 57年頃か

ら緩やかな上界lこ転じることで部1私設はむしろ縮まる傾向にある。②久万では，北洋エゾ・米ツ

ガ仰i絡ともに上田っていたものが， 56年を墳に米ツガ{日目絡を上限に北洋こにゾ姉格を上下しながら

Hg移するパターンに変った。@…ブゴ，松阪では55年以降米ツガ保li;栴ぞ上下する顕向をみせていた

が，昨年からはほぼn1~ 1) 28"'30千円で安定し，その結果むしろ米ッガ{~Ii械を上翻っている。次

に，地域開での倒務関係の変化制食言すしよう。 @)57年から都城の倒絡が上界傾向にiI訟じ，逆lζ久
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万では低下{填向にあるため問者での1111j;焔授は縮まり， 59伴以降になると接近している。このため，

57-60年間にはマイナスの{州制13関 ~5ft-9 。 しかし， ここで環裂なのは{Illj格授の縮小で， スギ

4 m-10cm下原木の;場合と比べ52なった関係にある。@都城と松阪とではー設して術絡設が大き

く， 57&字削除縮まる{頃向にあるとはいえ，依然rri~当り 1 万円の~話きをもっている。命久万と松阪

とでは， 54"-'56年に比較的近い水都で側絡が7r~成されたが，以降，初li栴は拡がり l河J!花する傾

向を示している。 {il日絡の相関も高くはない。⑦なお，スギ 4m-10cm下Jm木制Ii絡と比べれば，松

|授は常時11i当り 8"-' 10千円高い水燃で推移する。都城では55年に入って{ìßi;栴が発生しni~ りほ

ぼ 5=[土内総皮の開きを伴って推移してきたが， 601予にはその控が 1万円にまで拡大した。また，

久万でも 58主i古墳から傾向的に設が発生し， 60年米で 5千円税j支の開き iJ?もつ。

以上を簡単に盤強ずる。 3紐類の小筏材いずれについてみても 3地域{乙共通する布Ii格関係，

つまり，価格水準・倒格変動パターンはみられないか，あっても弱い。従って，側Jち1':規定する

袈悶はタr地域個別に夜租する，と考えられるのである。 I市5e市15eJに掲殺されている{日Ii格の水

準(潟悩，中値，紫紅t，また5抑制flIfといった)，あるいは，郡となる原水の形状君事(特に， 10 

cm下のゆでも i干1心的に集積される原木の来日経) 1ζ控があるのかもしれない。もし，指li;際関{系の

ij;;!f~が後者の袈悶で;協定されているのであれば，それr=I休，小様ii(j" (ζ係る会開統一的な鵠躍が形

成されていないことをj制球しよう o その!浪り，小径材市場の性格も地域個別的に規定されSるぞ

えないし，その結果は倒務部lこ増申請して反映される。結論を怠1ぐ必裂はなし、。一般材4をめぐるflIIi

格関係毎分析した後， ζの点を符!質検討しよう。なお，次の 2点については 3地域に共通ずる

傾向が現れ始めている。第1に，外材，とくに北洋エゾマツ似Ii;燃との関係が強い。ただ， これも

凡例]
都城四日明阿

久万……ー叩

松板一一一

米ツガ一一……

北洋材一一一一

50 

〈
千
円
/
ぱ
〉

1H  
L511」 J 」」」JL日-11 • 11 11 11 ILSO...J 

10 

:30cffi.I:) 注 1) jlfl5:!r~の似i~ちは都城崎l木市場(株) frlI?lおi盗殺jによる。米ツガ丸太illliA符{線約 6.0mJ二，

のl:ilmは北T'Pエゾマツ丸太と同じ。他はi濁-1と悶じであるo

2)久万のlOcm下原水仰ii'裕一56'年5月までは7cm下原水の， 5Gfド 6)~以降は 7cm下j京木及び 8-10
cm原水の似絡を平均して鈴:向。なお，部峨と松阪は 9cm下}Jj(木の締約である。

ヒノキ tlm・lOcml-ijj{木の{陥格推移関-:3
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制li絡変動パターンではなく外材{i1fi絡が上限冶規

定する， という関係においてである。小館材の

場合にも，外材価格が自Ili絡決定のi擦の法首長とな

っている。搭 21乙，スギ…ヒノキ|簡で{附制限諮

が形成されていること。地域によってその大小

には授があるものの，一般材の場合と|夜jじく商

品分化が確実に進んで、いるとみられよう。

(4)スギ 3m…11"" 12cm}Jj{木の側約推移を間-

41ζ， lI~j:7ØIj I尚での {illi~税制関係数を議… 51こ，

各々取した。ここでは側格水擦について，地域

開lζ共通する特徴を鮮明lζ読み取ることができ

る。すなわち， 54均さまでみられた地域開での{illi

i名裁が55年から縮小し，昨年以降ではほぼ同一

水準で十fE移するにいたった (50年には久万での

み大きく部ち込むが)。また， 54年まで‘は'tffil:減で:It;洋エゾマツイ旨ほほj二i笈iる繍絡が形成されてい

たが， 55年からは 3地域ともぱ労り 5千円前後下rmる錨;賂水機にある。しかし， 57-50年期にお

いても 3 地域の{rllif&の ~{ll~は必ずしも高いとはいえず，各地域の季鮪変動パターンの設に静物さ

れる棚Ti安吾無視できないこと令示している(もっとも，各地域での器製の季節世1:も，年によって

搬妙にズレる{閥均にあるが)。ただ，総じていえば，小館材の場合に比べると地域聞の{泌総が

少なく.また各時期について価格の相関も認められる。従って，地域を越えて共通する商品，と

しての性絡が付与・8れているとみられる。これが小競材とあきらかに異なる点である。

(5)スギ 3m…13'"'-'15cm(いわゆる校f:f)) JJ.n木の倒i格:J1fi移を関… 5で，また時系列陪での相関係数

ぞ殺-5からみると，次の点が指摘できる。①価格2授は脱iζ51年から比較的小さく， 54主Iきからは

ほぼIfl]ーの布!i格水準で推移している。とくに，都城と久万との閥でこの傾向は顕報に現れている。

為市場スギ3m・11-12cmJJjt水縦約

の時系列閉でのお~I関係数

iel: 1)側絡の 11:\所得は前掲~1-4 と潤じ。

0.611 
0.674 
0.813 
0.486 

0.678 
0.301 
0.682 
0.396 

0.620 
0.484 
0.740 
0.228 

北I''fiオ

51年一60年
51…53 
54 - 56 
57 - 60 

51年一60年
51…53 
54 - 56 
57 60 

51年一60&:ド
51 - 53 
54… 56 
57…60 

5 

久

万

j公

i波

凡例]

都城山一一四

久万一一一一
松阪山一戸一

北キネ材一一一一

10 

7L______ 11 11 

L51d]」 JLJL部-11 11 11 11 1L60.J 

ハ
キ
門
/
ば
)

れ:1 )都械は10…12cm朕i¥去の1illi絡である。
2 )制li絡の11¥所は問一 iと同じ。

スギ3m・11-12cm原木のおIH射能移関-4



@~t.ニ，外材側燃との関係をみると， 54 

3手設で余地区で米ツガ{nliA名高左上回ってい

たが， 561ド!こ入りほぼ米ツガと北洋エゾ

マツ仰i燃とのi砲に偶格が解ちつく傾向が

みられる。@相関係数も都城と久万の!おi

では…1設しで高い{胞を訴し，またその地

の地域中1'11主的でも比較的安定した備が与

えられている o @都城と久TJでは57-60

$1明において米ツガとの相関係数が向く

なり，自lIi絡の述動性がうかがえる。

(6)最後に，スギ 4m-18""'-'26cm (中間)

服木の偶格推移，及び時系列聞での相関

係数をみてお ζ う。図-6，袋一 7が各

々に対応する。ここでもスよド 3m-13"'-' 

16ωl原水と同じ傾向伝説み取ることがで

きる。すなわち，間一水離での， しかも

比較的高い相関をもった価終の推移会示すのである。ただ，換つかのJ41で潜干の違いが現れてい

るo 1つは， 56年墳からの{i1Ii絡が北洋エゾマツを下部とし，米ツガ仰終ぞ上下する水準で形成会

れていること。節 2I乙，都城及び久万では，米ツガとともに北洋エゾマツ倒i絡との相関係数が57

--601予期においても非常に1相、怖を示すこと，である。なお松|授は， {也の 2地域iこ比べると

5'~なった価格変動がみられる。この点の説得的な説明はできないが，ただ， {:l:訳;J:i~:t\f\が 18cm.L:と

なっていることが幾許か拶朝しているかもしれない。

冗誌な説明各繰り返してきたが，中間材及び一般材の仰r ì絡跡的!との出!境分析 ~r諮らせることで，

小穏材の{泌総動向の特般がかなり鮮明になった，と18われる O

すなわち，一般材の{il!i絡動向は次のような共通牲をもっている。①制li栴は各市場とも近似した
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令市場スギ3m • 13-16cm原水側絡の!時

系列問での;倒関係数

久!波

0.818 
0.452 
0.734 
0.571 

0.832 
0.683 
0.739 
0.535 

6 

松

0.597 
0.523 
0.726 
0.353 

米ツガ

0.441 
0.753 
0.613 
0.699 

~~i，干む防

0.500 
0.551 
0.677 
0.780 

0.657 
0.190 
0.807 
0.615 

訂正ド…60iβ
51 - 53 
54 - 56 
57 - 60 

城

久

0.449 
0.325 
0.653 
0.412 

0.511 
0.001 
0.692 
0.205 

JJ 

i公

m足

51$'-60年
51 - 53 
54… 56 
57 - 60 

51年一60:!:予
51 - 53 
54… 56 
57 - 60 

米
ツ
ガ

注1){ilIi絡の出所得は前掲関-5と同じ。

50 凡制]

都城一一一一

久万一一一一一
松 飯田岬由同町

米ツガ一一一一

北洋材一一一一一

〈
千
円
/
ぱ
〉

'20-j" 

12 
L51ギ'--_-.-.--J，-n: ==rr--n -TCs 5..J 1 11 /1 ---11 -:JC6-Q.J 

お.:1) f泌総の出所は凶-1と同じである。

2 )久万及び松阪の側i協は 2務::Aのもの。

スギ3m・13-16cm原水の側絡推移~1-5 



水準lこ形成されていること o @;その {~fi給

水準は外材似絡とも強い:iili動tJ:をもって

形成されていること。@各…i投材郁;協約

B: f~ij，また外材仰1;格との!砲で，分析の余

期間，j箆くとも 54主f-訟[11(;の側J裕変動パタ

ーンlζ高い相関がみられること，である。

おそらくこれら諸点は，一般特において

はかなりな程度統ーされた市場，従って，

Iji--. rl$f I目的な性絡が椛}f.されていろこと

乱氷すといえよう。設い換えると，

裂を形成する!政木加工構造が共通の'V:l:絡

を具えている，ということで、ある。

これに対し，小館材市場の:場合には各

地域市場開で異なった，独自の保li絡形成

がなされる傾向にある。一般材と対比して先に惚保したj去を考・えると， このことは:意味をもって

浮上してくる。すなわち，小様*;Hこ対する統一された鴎&1イメージが形成されていない(法部材

が設定されていない)ζ とも含め，小能材市場は;地域的な性格をJ]tiIしていない，あるいは，米だ

地域の織給をめぐる緒取れ引ζ強く規定される段階にある，と把えられよう。ただ，小探材の部桁

Jl~J況も外材布!i格になんらかのおu交の規制ぞ受け，またス.t'ーとノキ聞で明椛な{~lî絡諜が発生して

いる l~tま，一般材と共通する。

なお， rl::tl尚材!こ措定したスボ 3m-ll......12cmI京水は，一般的には小係材iこJ1aられおことが多い。

術的、!こ， J惨状からは小筏に合むこともでき，また保lî~俗水準も小箆材l乙近い。しかし， {Ilfi格変動パ

ターンからみる限り一般材([近似し，そのl商品約な在住絡がかなり明確化してきたと把えられよう。

従って，これや…般材に合めてブすえたい。小慌材の問題は，あくまで10cm下原水にある。

以上で小慌材市場ないし，小係材の商ifi!dI'9'ltl:~~の大*II~は提示できたと:}すえる。殺された課題は，
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各市~bl スギ 4 rη ・18-28cm原水似絡の11寺

系列!渇での相関係数

米ツプ'i

0.625 
0.727 
0.759 
0.880 

0.6:16 
0‘425 
0.769 
0.800 

0.705 
0.432 
0.727 
0.314 

0.747 
0.512 
0.868 
0.687 

0.759 
0.248 
0.803 
0.824 

0.794 
0.360 
0.755 
0.235 

:11:洋材

湖i

;蛾

51年一60年
51…53 
54 - 56 
57 - 60 

51年一60年
51 - 53 
54 --56 
57 --60 

炎-7

久

51年一60作
51 --53 
54 --56 
57 - 60 

万

、、、
判
刑
判

阪

ir. 1)仰Î1恨の 1:I \m~容は前掲悶… 6 と問じ。

凡例]
都城一一一山

久万

松阪間町一一

米ツガ一一一一
北洋材一一一一

40 

ハ4
1
門
/
ば
〉

T， tI  It If 11 
1二 ....:~---II 11 11 11 11 日 11 11 

20 

お:1) 1ìHi絡の [1:15可は~I--l cfiilじ。
2)都城の原木指ui創立16…28cmのもの。松阪は18cmJ二の 2"/持去の1iHi稿。

スギ4m・18-28cm涼水の側絡推移図… 6



148 

谷地域市場で、の小筏材価格動向の特徴ts?みることによって，いささかで、も揃耕の背後にある地域

的な惰袈構造lζ践近ずることである。それぞ次にみよう。

3… 2 地域原木市場におけるrm伐小径j引ilfitち動向の特徴

3 … 1 でとりあげた 7 樹材r~lHこついて， ここでは， 各地域の原木市場内部で相況にどのような

僻格関連をもっているのか守分析し，各地域内部における小諮材{rlli格の動向の特徴主主摘出したい

(待機材額の仰絡推移については，前掲~1-1'-"'" 6 iJ?参照の ζ と)。

(l)都城市場一各部材開の価格推移を簡単に狭間すると，スキ;'3 m-11""'-'12cm藤木(以下， ieDと

表示)， スギ 4m-9cm下路子供((b)と表示)， スギ 3m… 9cm下!京木(命)の 3者は…・践して ζの

JI聞の僻絡序列らもって推移し 1つのクツレープを様成している。ただ，邸主!ままでは@と部，@と

@の1mで¥各々 I1f当り 5千円税j交の授がみられ，以降その諜は縮まるものの部と@の間には依然2

""'-' 3 =fll]の悲がある O また，スギ 4m-16""'-'28cm}Zi木(以下， Gうと表示)とスギ 3m-13'-"'"諮問

原木(@と諜京)との間ではこの序列で比較的近い制格水機4告示している (55:tlさには 5千円の控

そもつが)。この 2つのグループぞ比較す鳴ると，昨年I[入ってからでも後者クソレープの低{立にあ

る@と前者・グループの潟般にある①とのi剖で，なおばさ当り 5'-""'7千円の価格設が残っている。 ζ

れら 2つのクVレーヅl乙対してヒノキ 4m-9cm下j京木(@と5提示)の{illi格は独自の抵bきをみせる。

つまり，何年まではのと問…水準にあり， 57年からは後者クツレープlζ機近して推移する。さで，

各樹材邸側j朽の各時系列1I司でのキf:ll羽係数奇掲げたのが，議-8である。設からIJsらかなことは，

ゆ・@・ CD(スギ一般材)の間で各時系列とも非常にい相関部数がみられる点である。しかし，

@はさておき， 51…531予期の@と@(スギ小路材)の閥，また54-56年期での③， φ各々 とG)，

@， CDの聞をl徐き，価格動向l乙明確な関連はみられない。なお， @ (ヒノキ小筏材)は， 51-53 

4予期ではスギ小筏材と， 54-56if:'期では全ての原木と耳石い ~:IJ侠i をおしている。これらの点から，

小径材は，少なくとも 53年頃まで

は…般材市場とは!í~なり小箆材市

場として括れるような何らかの共

通性をもっていたのが， 57年以降

にはそれが崩れた，と313える ζ と

もできる。いずれにしても，都城

市場では，小穏材制ij絡が独闘の変

動パターンをもつことに注jS!:iJ?喚

起しておきたい。そこで考えられ

るj京閣の一つは，間袈の後退席!日

で，製品市場とりわけ強築材市場

(菌(按には製材業者)との関連性

(依得度)が自立って異なってき

たことである。そしてこのが，

小箆材iIJ場を一般材r!J:場から分か

つ最大の袈閣でもあろう。都城地

域の小径材製材は必ずしも建築材

'lIJl劫だけに対J;むしているのではな

く， 例えば沖縄での土木工事用

資材， あるいは衛合等の農業間

資材といった製品市場までも，

表-8 都鳩市場f寄与立木自前i名の時系列閥での相関係数

とI5V!:l!-60年
51 - 53 
54 - 56 
57 - 60 

51$-60作 0，571 

CD I ~~ = ~~ 0.673 
54 56 0.834 
57 - 60 0.049 

51年一60年 0.601 0.731 0.689 
⑪ 51 - 53 0.820 0.457 0.328 

54 - 56 0.582 0.787 0.665 
57 - 60 。場425 0.491 0.581 

51伴-6053311 
⑨ ;51-3 

54 .56 
57 60 

年
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rel: 1 )初i格はスギ及びとノキ 4m' 9cm下jポ木については都城
}~立木市場 (j*)1T1:i宛速報J.その仰はお崎県森:i!l!三三股林慾
物流i滋センター凡旬以速報」の各月会問mの五Tli:匂鍛冶伎m。

2 )本文F/:tではとノキ 4m' 9cm下mi*~@ と淡泊している。



Jt:.絡に巡れする行動をとってい

る6)。

(2)久万Tl1場一仰格は⑨・お・。.rCD ('I1fl城市場での我ヨミ!こ従

う)と， @.(むのグループとで

各々泣い水準にある(なお，後

者での{託{立にある(f)と前者で向

般にある窃との制li~名競は， 57年

以降でも 7千円税皮:仔拐する)。

ただ，者~5城市場とは異なり， 58 

年以怖の@を除けば，各クツレー

プ内で明確な{Jlfi~抑'f-列は形成さ

れず上下しあいながら推移して

きた。次 lこ各時系列間で{ilfi~;おの

1:1ヰ関をみると(畿-9) ，51-

53年期にはゆとをむ及びむと⑥の

関保やi徐き相関係数が低いのに

対レ， 57…601戸別にはi!!!にゆと

め， @， (f)の各間， ;tた0と{在)

の開令|徐き押し競べて中FI関係数

くなっている(なお， 54-

56年j即日立会てで高い)。とく

に， 3 mJI古木 4m原水ごとに

名探級のi尚で相関が商い。つま

炎-9 久75市J;&i'おj京水制JIi?:iの時系列伺でのね刻係数

51j:r::…60jド 0.734 0.820 
;5153 0.140 0.433 0.654 I 0.037 

⑦ 54 - 56 0.860 0.887 0.858 I 0.925 
57 - 60 0.581 0.823 0.807! 0.797 

5 Hj:;-60年 0.730 0.741 0.651 
15153 0.588 0.212 

⑮ 54 - 56 0.958 0.896 0.751 
57 60 0.746 0.755 0.711 
…一一一一一一一一…一一一一

0.763 
0.242 
0.690 
0.626 

H: 1) {側協は愛媛娘森述久TJIJI水本1"r!r宛場「木材iljデ'difY況jの
争年月余間市の平均伯母使用。
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2 )スギ3m・10cm下原水似務lζは 7cm下J.¥f¥木及び8-10

cmJ.ff(木知i;fちの平均ftl自;;;;.{9.!Jfj。スギ・ヒノキ 4m・JOcm下
j浜水1illi桁は.56{T; 5月までが7cm下原水，それ以降につ

いては 7cm下及び 8-lOcm原水郷絡のネ~fiな，~使mo
3 )スギ・ヒノキ-1111・lOcoCド版;;j去に係る51--60{1:;の相関係

数は 7cm"1之原水{~Jii?:íを使用。

り， 1河一長級の各径級聞には， {1[Ji;燃の述励が明!僚にみられるのである。これが，古[5域に比べたと

きの久万1'11:1おの将領にほかならなL、。小話材似ii隔がj三級に応じて一般材側約に迎勤していること，

及び一般材1ifli格はほぼ建都材m場の動向に規定されているとみられることから，小結材市場もま

た強鍛材r!j:場l乙対応している，と考えられよう。聴取り訴j資によっても，久万小径J尚子11携の主要

な悶方は伊予市の建築材製材であり，このがこうしたWr論喜子補強する。この場合には，小部

材制fi絡はほぼ製材j前例i~ と小径J泣からの製I121イ歩間りとは規定される。

(3)松阪市場でも@・俄・邸宅台 1つのグループに括ることができ，これl乙ヒノキ 3m…10cm下原

木(⑮)が加わるo 1ìlli~告はほぼ 4践しで⑩がi倒的ζあり，次いでゆと骨，窃が栂伎で推移してい

る。また0・⑨・ (Dが他のクソレープ金構成し，@の{Ilfi務水準が{也市場と異なっている。窃・ 4うは
@{ITIi格毎土:r図って推移する{頃自にあるが，⑥とのとは時期によって上下する。こ ζでも命と(]3)の

Im1ζは 5.-......7千円の指li格の聞きがみられる。…方，各時系列閥の相関係数は， 54-56年JWを除

いては高いfifH在京す事例が少なく，かろうじて51-53年期の@とめ (4m-10cm下原水)及び@

とゆ (3m-l0cm下脱水) ，また57-60年j閣の舎と(f)のl部lζーJ;Iむの相関が認められる続皮である

(畿…10)。 ζの袈悶について詳しい詩及はできないが， 561戸以降小径材倒格に変動のない期間

が相当長く続くことから，徴潟Hな変動の殺が，相関係数iζ偲さをもたらす可能性も大きい。変動

のみられない期限がなぜ長く続くのか，についても説得的な誕付けはできない。けれども松阪地

域の版木m売市場では，小筏材({日し，足場・支柱・杭メしったj司j広木はi徐く) rζ関して買手1111の競

争が弱いともいわれ，あるいはこのことが勝戦iぞ勾・えているかもしれない。結論は保倒しておき
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炎…10 松阪市場各原水制ft絡の時系列~Oでの 1'f:1 1潟係数

ヒ 5H:I~-60年 0.700 0.640 0.678 0.784 
51 - 53 0.452 0.279 0.238 0.680 

10 54… 56 0.738 0.650 0.735 0.766 
件ド 57 - 60 0.375 0.411 0.416 0.341 

551勾1…60年 0.756 0.730 0.636 0.675 
db i l-53 0.655 0.186 O.日22 0.332 

54 - 56 0.816 0.921 0.790 0.760 
57 - 60 0.174 0.404 0.227 0.106 

51年一60:I:p 0.620 0.719 0.733 0.681 
① i 51-53 0.362 0.206 0.492 0.473 

54 - 56 0.703 0.771 0.691 0.670 
57 - 60 0.214 0.522 0.682 0.052 

551年1一-603戸 0.770 0.688 0.685 
51 - 53 0.504 0.306 0.131 

El I 54… 56 0.889 0.794 0.770 
57 - 60 0.052 0.118 

0.472 1 0.369 
0.487! 0.612 
0.416 1 0.461 

0.559 
0.223 
0.727 
0.298 

1こし、。

松i鋭ilP場では，授業iの
関係から十分な分析は難

しい。しかし，都城市場

及び久万T1f場の分析結果

から，小銭材i'IJ場の性格

を次のように袈約するこ

とができょう。すなわち，

小箆材製!日Jζ対する

分野の地域での広狭のち

がいによって， /N:E~オ市

場の性格が強く規定され

る。設い換えると，建築

材市場以外に小能材を需

要する製品!1i'甘;騒が質的・

にどの穏皮の拡がり

喜子もっているかに係って

いる。都捕では，そうし

た市場が!ぶ箱に存砲し集

積レていることで相当:設

注 1)111ft;燃は松|奴木材(株)r松水市7ft;新聞jのぞ先月中旬の数総会使用。 の掃裂を生み出している。

一方，久万の;場合は，小

径材需要がほぼ建築材に眠られる。そしておそらく，このが強鵠材市場を主要な指弾先とす

る一般材と小館材との(旧日格の迷路の程度に影響jを与えており，久万ではこの両者の仰i絡が高いm
I~Hをおす，と考えられる。

ただ，[1宿題は市場性終の授が揃燃にどう作用するかである。 3地域とも， 57年以降においです鳴

ら，一般材との開に大きな仰i絡裁が認められる。次郎では，これまでの分析結果金整理しながら，

その点にも触れてみよう。

3 3 小招

1l1J一樹材部の仰Ît名動向~者1\城・久万・松!授の 3 市場で比較した場合 3111 ， 4 mの13cm上;スギ

一般材では近年仰格水準も大設なく，また比較的近1以した制絡変動ノ苛ターン告示示しており，各地

域をi問えてj広域的ないし金問的な統一市場が形成されていることぞうかがわせる(スギ 3111の11

-12cm樹木も， {i制約変動パターンは近似するが，制li1潟水準の授は大きい) 0 これは，次のような

関係としで期解できょう。建築材のi'1J場仰i格は会閑地棋の統一市場会もつ商品である外i>1の{~Iii絡

に ~rrì く規制されているため，袈な協惑を建築材にもつ一般材の{!IIH~ も統一的に現れる。分析に

ff:Jいた 3規格のスギi原木羽Ii絡のいずれもが，外材自III格と!i由く述日ilJし推移している。もっともそれ

は苦い側格の相関を必ずしも滋IHミしないが，価格のj二娘あるいは水準や規制するものとして，

外材指IÎ格が融かに作用しているのである。また，士山城市J勃内においては，千年樹1司令部相五時で{~!Î;格

設は1'/':うものの({illi1'税法は縮まる傾向にある)， ftIli絡の述動性が秘められる o つまり，細部の規

約の波践をこえて， スdギギFド、…般材材白と総勃祢;1ででC'、きるfだごlけ7の鴎

える o I現J二で問…jj)i;f犯の原木制絡が地域的に大きな珪lJ?もつ場合は，主lこ地域開での掃袈の季節

約:のズレにチ討することができょう。
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小結材の場合には，一般材のように統一されたf¥J;協は見当らなし、。側格水準の{認さによって，

小筏材は建築材だけでなく 1陥広い賎業分野で資材としてmいられる(水質材料による再代替も合

め)可秘性がある7)。挺i前，述貨負担力には乏しい。従って，小筏材市場が対l持する筒援部内の

構成は，了後地域主?とりまく社会経境構造や践梁構造によって相巡し，仙1お形成への影響も異なる

のである。小能村{i1li絡の変動パターンが地域!こよって鍔なるのは，多分はこの路響ぞ受けてのこ

とである。 それゆえ， 小笹材製品のm途が建築材への傾斜守強める程度に応じて， 価格変動ノT

ターンは一般材市場のそれに近づいていく。そのゆきつくところ， j市j者の三主主~は制lÎ~潟水域のだ

けになる。しかし，やはり ζζ でも倒絡授の鍛然たる主存在こそが，小径材rlJl劫を小筏材市場ーたら

しめている。こうした関係は現在のような木材掃給構造に大きな波イじがない限り，容易には崩れ

ないであろう。いかなる思込みやJV打者とも無縁なところに小控材の硲l詰!ikWはある。

4 おわりに

「市売(共II眠)迷報JIζ現れたfllli絡(相場)令具体的な指槻として，小径材市場の埼玉誌を分析

しようとした試みが木小論の内容であった。この誠みの出発点において， 1況にある税i皮の限界1肢
は予感されていた。端的にいえば，掃嬰・供給阿部にわたる法的・構造的分析の捨象による， fllli 

格決定・変動袈i週への説明力の弱さ，である。ただ，それにも拘らず，小jjtの試みは換つかのj潟

県を考会げえたようにJ[!，ぅ。

mlは.一般材の;場合l日立地域ぞ関わず明らかに統一された市場，従って{llIi;院が決定されつつ

あること。節 2は，小後材でiまそうした統一'[g:がみられず，地域的な間給|却採のヂEり様に規定さ

れる傾向が強いことである。そして館 3Iζ， この点と関連して小筏材のI/j~誌は強襲材 Ilj場のílむ聞

にはとどまらないこと o つまり， {，認知Ii絡材を栂袈ずるあらゆる製品市場に組合されている可能性

が潟い ζ と。 ζの 3点である。

ζれらは， J括に常識化したこと 1i??s認したに閣まっている，かもしれない。しかし，同時lこそ

こから，新たに設定されるべき次の課題を読み取ることもできょう。例えば，Q)小筏材 111'~易・ 4をめ

ぐる地域的な簡要構造，ゆ小額材lζ係る器~I日111r!1'坊で熔成される制栴と小器材r!j';場での {~ft~移動向と

の関述性，@一般材と小径;f~との{Ilfi~名関保のより M搬な分析，である。その際，小Ji命で

できなかった足場・文tl:・杭丸太の側絡も対象に含める必強があるだろう。また，価格分析の内

務としては少なくとも，季節変動に係る分析や，一般材と小傑材との相対{illii~をの変動に!到する分

析，が必要となろう。これらは，今後の諜艇である。

小論1は本来，小援材-m場の制Iii将分主rrをll!t介にして，符林生産局iiliでの|討伐間織のキ15娯を志向し

たものである。しかし，錦 1には紙I闘の関係から，そしてこの万がより鼠接的な版関だがf.'fj2 Iζ， 

その両者奇接合する論理(ないしは論理が浮!二ずべき有林~I?践の;場)に議殺できないがために，

1:1=1途で終ることになりそうである。 ただ，ここまでの分析からの帰結として，次のことは推測可

能性の純捌内にある。

i詔伐が実行されないのは小様材Ill1ii鳴がいことに由来するが， Illfi憾の低{立性は単に…i時的な現

象ではなく，機製構法lζ強く;規定されたものとしてあるo つまり，需要側の行動の特徴は，各産

業ごとに設定される製品加格(それらは決してii近い水準には設定されない)から逆算した小筏材

協袈側格以下で側絡が推移する;場合のみ市場への参入ぞ決定することにみられ，そのことに規制

されて狭い変動艇の中で，低般にしか小筏材の担!日名形成はなしえない構造喜子もつ， といえよう。

もちろん，現実には部要側の盟関が季節的に俗li絡を引き上げることもある。また，閲伐小筏材の

流通;読が 1時点で、のII11i絡の形成に熔縛し，その限りでは供給側の対応も榔格の変動に影響ぞ与-え
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うる。しかし，それらはあくまで旅役的な現象とみられる。小径材部li棋を引き上げるような構造

的要i設は，今のと ζ ろ見当らない。

このようにI待機鶴には，術絡役引き上げて間伐&促進させる力は弱い。また，そうした施策を

受けとめるような構造にもない。間伐は，背林主主鹿内部の論理によって出逸される必要があろう。

そζで最後に，間伐間艇の所、在に簡単に触れ小織を閉じることにする。

間伐問題は概指的にいえば人工造林間閣であり，人工造林問題とはまさに rr侵童話Jとしての

林業JS)開館であろう。すなわち，自然への強度な人為的介入(改変)令内寂的論理とし，従っ

て魁常的な介入あ必然とする(逆i乙，自然から強制され，その議i球で義務化された)対自然の関

係における一穂の変言語(あるいは腕麟)の屑聞にほかならない。本来それは泊林・施芸能技術体系

の内部に悶定し，矛腐として発現するはずのない(してはいけない)問題状剖，ともいえよう。

もっとも，脊林経営レベルにおいては自らの経営問j誠として，関税実行の如何を決定しうる論理

をもつかもしれない。少なくとも 1の「分析の視角jでみた問題の犯え方で充分なのかもしれ

ない。しかし， TI技能森林としての事租に係る}母国では，問題はそう単純には現れない。

森林は公主主的な諸機能を有する，といわれる。そして，諸機抱が有効に発関されている(問題

が発現しない)限り，それが機能分離して認識化されることはない。森林そのものが意識される

だけである。我々がそれ在実感するのは機能に陣容が発生した場合のみ，である。より現在的な

問題は，ここに係って. IINJ伐の不実行により森林の公認的な館機絡が滞在的に低下する可能性の

問題としてある。紙l舗とともに，会官者の能力も尽きたようである。間伐問題へのこれ以上の言言及

については稿を改めて試みたい。

なお，資料のl収集に当っては，上記原木市潟市場のほかにも多くの脱水市宛FI1場・森林組合，

また林家・製材業者の方々から協力をいただいた。今間使)刊できた資料は，そのほんの一部はす

まなし、。最後になったが， ζ れらの方々に諮t~怠を表するとともに，小論の不充分肢を陳謝したい。

後日la?j閉すつもりである。

また，この小論ぞまとめるについては，多くの大学的生7J?煩わせた。とくに，資料収集には森

林絡瑚学研究設の大学院枚倒邦宏・林視両氏， ~lIî格資料の強漉!には同じく松下帯司氏の協力によ

るところが大きい。小論がそれら資料の…次的な分析段階に留まっていることからすれば，乙の

三氏は突質的な共著者の;権手Ijを留保している。感謝し，また明記しておきたい。なお，本研究に

は60年度文部省科学研究資補助金(奨励研究A) の交付会受けている。
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Summary 

Recently thinning in young man-made for・esthas become vel'y difficul t to pl'a巴tise. '1'he1'・8

ar・esome reasons. One is the low pl'ice of thinned log which has the diametel' of 10 centi.‘ 

metel' and below. Howevel'， the eharacter of small size thinned log' mal'ket has noもalways

been elucidated. 

This study analyzes the tl'end of the pl'ice of 8ma11 size log by using‘ pr・icestatistics 

oI thl'ee wood mal'ketpla巴esloc乱tedin l¥1iyazaki， Ehime and l¥1ie prefectur・e. As a result， the 

following points wel'e elal'ified: 

1. The pl'ice tl'end of sma11 sizc log is lal'gely c1iffel'ent among thosc marketplac己s.

2. At each marketplaces， the price trend of smnll sizc log is different，乱nc1i t is also 

different from the price trend of mec1ium size log which has the c1iametel' of 11 eentimeter 

and up. By contl'ast， the price trend of the latter‘is similnl' nmong each marketplaces. 

By these analysis， it can be found that the small size log hns not the nntionωwic1e but 

only local market differcnt from mec1ium size log. 




